
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 単元の目標と最終の言語活動を決める 
◎児童が興味・関心を持って伝え合いたいと思うような目的・場面・状況を設定します。 
◆“Let’s check! 最終の言語活動”でセルフチェックをしてみましょう。 

 
◎
◎「対話表現集」の中から，どの対話表現が活用できるかを考えます。 

発問の分類を確認する 
◎『考えの形成を促す発問』は，伝え合いたいことを考えさせる発問です。 
◎『（目的・場面・状況に応じた）活用を促す発問』は，内容構成や英語表現の工夫，コミュ

ニケーションスキル（アイコンタクト，表情等）について考えさせる発問です。 

発問を具体的に考え，記入する 
◎「言語材料の使用」 

単元で扱う言語材料を用いて問い掛けたり，答えさせたりします。 
◎「内容構成」 

目的・場面・状況に応じた伝え合う内容を考えさせます。 
◎「英語表現の工夫」 
   相手に適切に応じたり，自分の考えや気持ちを伝えたりするための表現を考えさせます。 
◎「コミュニケーションスキル」 
   アイコンタクトやジェスチャーなど，相手に伝わりやすい話し方や聞き方を考えさせます。 
◆“Let’s check! 発問”でセルフチェックをしてみましょう。 
 

発問する場面を記入する 
◎単元を通して，どの場面で発問するかを考えます。 

 

 

                                   発 問 づくりシート作 成 手 順                      【小 学 校 版 】  

Q 発問をすることはなぜ大切なのですか？ 

指示や説明が中心となる授業は，テンポよく進められます。一方で，教員主導で授業が進
み，児童のやり取りは教員が示したモデルどおりのものになってしまうことがあります。教
員が指示や説明に加えて「発問」を行うことは，児童が思考を働かせ，目的・場面・状況等
に応じたやり取りを考える上でとても大切なことです。伝え合いたい内容や英語表現を児童
自らが考えることによって，型にはまらないやり取りが生まれるのです。 

指導する対話表現を「対話表現集」の中の「関連する質問」と設定した例 



 

中学校学習指導要領解説外国語編には，「語彙や文法等の個別の知識がどれだけ身に付いたか
に主眼が置かれるのではなく，児童生徒の学びの過程全体を通して，知識・技能が，実際のコミ
ュニケーションにおいて活用され，思考・判断・表現することを繰り返すことを通じて獲得さ
れ，学習内容の理解が深まる」と述べられています。語彙や文法を指導する際に発問を通して生
徒に問い掛け，理解した知識や身に付けた技能をどう使うかを生徒自身に考えさせることは，思
考力・判断力・表現力等の向上につながります。さらに，生徒同士のやり取りを設定し，実際の
コミュニケーションの機会を作ることも大切です。Small Talk などの活動を設定すれば，多く
の時間をかけなくても取り組むことができますよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 単元の目標と最終の言語活動を決める 
◎生徒が興味・関心を持って伝え合いたいと思うような目的・場面・状況を設定します。 
◆“Let’s check! 最終の言語活動”でセルフチェックをしてみましょう。 

 
◎
◎「対話表現集」の中から，どの対話表現が活用できるかを考えます。 

発問の分類を確認する 
◎『考えの形成を促す発問』は，題材について自分の考えを持たせたり，他者と意見を共

有し，自分の考えを深めさせたりする発問です。 
◎『（目的・場面・状況に応じた）活用を促す発問』は，内容構成や英語表現の工夫，コミ

ュニケーションスキル（アイコンタクト，表情等）について考えさせる発問です。 

発問を具体的に考え，記入する 
◎「言語材料の使用」 

言語材料を用いて問い掛けたり，答えさせたりします。 
◎「題材についての考え」 

単元の題材に対する自分の考えを持たせます。 
◎「考えの共有と再考」 

題材についての考えを共有し，他者の意見を受けて自分の考えを深めさせます。 
◎「内容構成」 

目的・場面・状況に応じた伝え合う内容を考えさせます。 
◎「英語表現の工夫」 

◎「コミュニケーションスキル」 
   
◆“Let’s check! 発問”でセルフチェックをしてみましょう。 

発問する場面を記入する 
◎単元を通して，どの場面で発問するかを考えます。 

 

 

        発 問 づくりシート作 成 手 順                   【中 学 校 ・高 等 学 校 版 】  

Q 語彙や文法の指導は説明が中心になっています。生徒が理解したことや身に付
けた表現を実際に活用するために，どのような指導をすればよいのでしょうか。

指導する対話表現を「対話表現集」の中の「関連する質問」と設定した例 


